
活動報告



・令和７年度からの事業

・大野の民話に着目

・ワークショップと

　お祭りを通じて民話を

　知って楽しむ

みんなのみんわプロジェクト の概要

ワークショップ お祭り



民話の新しい学び方・楽しみ方を提案する



プロジェクトの体制

横町編集部

大野の印刷・編
集室 みなと

HOSHIDO

アーティスト

クリエイター

民話の語り部

主催

協力者

企画

運営協力

大学生



１.みんなのみんわプロジェクト
とは？



大野に残る民話

約280話

出典：「奥越前の昔ばなし」

昭和57年4月に、大野市文化の里づくり推進委員会により、調査員

１８名による調査を実施。12月までに約260話の収集を行った。見落

としている地域や内容の不備などもあり再調査を行い、昭和58年に6
月には350話にまとまる。国語的視野から編集を行い、約280話を掲

載することになった。



飯降山のおはなし 美濃喜のおはなし



飯降山のおはなし 美濃喜のおはなし

民話　＝　地域で継承されてきた固有の物語

地域性や暮らしが反映されている



民話　＝　資格も道具もいらない

　　　　　　使うのは自分の身体だけ

誰でも楽しむことができるもの



・地域を学ぶ　・今あるものを継いでいく

・想像力を育む

民話を通じて

できるのではないか？



民話を自分たちも作ってみる

＼特に／



今年度の取り組み



事業概要

大野の民話や民話を語る活動の調査

参加者とともに民話を知る・作ってみる

新しい楽しみ方の提案

活動の成果や課題点を冊子として可視化

リサーチ

ワークショップ

お祭り

アーカイブ制作

4-5月

6-9月

12月

1-3月



民話のリサーチ

４〜５月



文献調査 語りを聞きにいく



乾さん

・元大野市図書館長

・語り部の活動

お話をきかせてもらった方



お話をお聞きしての学び

・今ある民話を故意に変えることはしないで

・まちや目の前にあるものからお話をつくる



ワークショップ

６〜９月



民話を聞いてみる おはなしを作る

第１回　６月　 /　第２回　７月 第３回　８月　 /　第４回　９月



１ お話を聞いてみよう！

WORKSHOP

２・







”伝説と昔話って何が違うの？”

”最後のそうらいべったり かっちんこ

って何？？”

参加者から沢山の質問や感想が出てきました

”話を改変することは危険 とおっしゃってい

たのはどういうこと？”

”民話には絵があるの？”



３ まちを歩いておはなしを作ろう！

WORKSHOP





４ おはなしを絵にしてみよう！

WORKSHOP





ワークショップを実施してみて



「やってみる」ことで参加者により民話の面白さを感じてもらえた



“民話は書いて終わりじゃなくて誰かに話すことが大事なんだね ”

“「おはなし」って自分も作れるんだ！ ”

”まちを見る視点が変わりました ”



難しかったところ

参加者がなかなか集まらない！！



チラシ SNS 展示パネル

広報の仕方を試行錯誤



民話のお祭り

１２月



2025.12.20　みんなのみんわ博



民話を楽しむ入り口を作りたい



民話を楽しむ入り口になるようなメインコンテンツ

即興劇 音楽 怪談



民話 × 即興劇







民話 × 音楽 × アニメーション







民話 × 実話怪談





マーケット





みんなのみんわ博　

・出店者20組

・来場者　約500人

・メインコンテンツ参加者　約 80人



みんなのみんわ博を実施してみて



民話を楽しむ入り口作りができたなと思えた瞬間がたくさん



まちなかの５つの会場で実施



ランニング途中に立ち寄ってワークショップに参加した人も



過去のプログラムで参加していた関西大学の学生スタッフ



難しかったところ

１.大きな規模感のイベントを実施 /運営すること

→フィードバックもらって改善していく

２.これまでの取り組みをもっと周知する必要性



アーカイブ冊子制作中！

みんなのみんわプロジェクトを知ってもらうための



ご清聴ありがとうございました！


